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社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団 

平成２９年度第２回理事会議事録 

 

１．日 時  平成２９年４月１８日(火)  午後２時～午後２時４５分 

 

２．場 所  伊丹市広畑３丁目１番地  いたみいきいきプラザ ３階 会議室 

 

３．出席者 

理事総数  ６名 

理事出席者 ６名 

  理 事 長 奥 田 利 男    理  事 坂 本 孝 二 

理  事 武 田 好 二    理  事 池 内 玲 子 

理  事 川 上 房 男       理  事 林 秀 和 

 

監事総数  ２名 

監事出席者 ２名 

監  事 溝 端 義 男    監  事 細 川 健 二 

          

 開会にあたり、定款第２３条の規定により理事長が議長に選任され、定款第３２条第１項に定

める定足数を充たしていることを確認するとともに、定款第３３条第２項の規定により議事録署

名人の理事長及び監事２名の出席を確認して議事に入った。 

議事録署名人  溝 端 義 男 

議事録署名人  細 川 健 二 

 

４．議 案  議案第２号「評議員選任・解任委員会委員の解任について」 

議案第３号「評議員選任・解任委員会委員の選任について」 

議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会等の報

酬に関する規則の制定について」 

議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団役員等の報酬に関する規則の制

定について」 

 

５．議 長  奥 田 利 男 

 

６．議事録作成者 谷 知 と も 子 

 

７．議 事 

（１）開 会 

○事務局   みなさん、こんにちは。 

本日は、お忙しい中、ご出席いただきまして有難うございます。定刻になりまし
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たので、ただいまより平成２９年度第２回社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団理事

会を開催いたします。 

はじめに、本年度第１回の理事会につきましては、「社会福祉法人伊丹市社会福

祉事業団理事長及び常務理事の選定について」を議題といたしまして、本来であれ

ば理事会を招集し、ご承認をいただくところではありましたが、その議決に、特に

緊急を要しまして時間的余裕がありませんでしたので、定款第３２条第２項に基づ

く理事会の決議の省略方法により、当該提案を承認可決する旨の理事会の決議があ

ったものとさせていただき、４月１日付で理事長に奥田利男氏を、常務理事に林秀

和氏が選定されましたことを、ここでご報告させていただきます。 

 

（２）委嘱状交付 

○事務局   それでは、本日は新理事の皆さまがお集まりいただきました最初の理事会となり

ますので、ここで委嘱状の交付をさせていただきたいと思います。 

 

それでは理事長、よろしくお願いします。 

 

※委嘱状の交付（理事長より各理事・監事座席へ） 

 

○事務局   次に本日は、新理事の皆さまがお集まりいただきました、最初の理事会となりま

すので、定款と理事及び監事の職務等について、ご説明をさせていただきます。 

本日の資料として配付しております参考１「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団 

定款」をご覧ください。 

それでは、定款の４ページの第４章、役員及び職員の第１５条以降をご覧くださ

い。 

はじめに、定款第１５条ですが、役員の定数につきましては、改正社会福祉法第

４４条第３項において、「理事は６人以上、監事は２人以上でなければならない。」

と規定されておりますので、役員の定数につきましては、第１５条第１項では、理

事、６名以上８名以内、監事、２名とし、第２項におきまして、理事のうち１名を

理事長、理事長以外の理事のうち、常務理事は３名以内と規定しております。 

また、改正社会福祉法第４５条の１６第２項第２号におきまして、社会福祉法人

の業務を執行する理事は理事長と理事長以外の理事で、理事会の決議によって社会

福祉法人の業務を執行する理事として選任された理事と規定されております。 

この業務執行理事を常務理事とすることについての規定例が示されておりますの

で、第３項において、業務執行理事を常務理事とする旨を規定しております。 

 

次に第１６条、役員の選任につきましては、「理事及び監事は、評議員の決議に

よって選任する。」と規定し、第２項において、「理事長及び常務理事は、理事会の

決議によって理事の中から選定する。」と規定しております。 

平成２９年度第１回理事会の議題はこの条文の定めにより、選定させていただい
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たところでございます。 

 

以下、第１７条から第２２条にかけましては、理事の職務及び権限、監事の職務

及び権限、役員の任期、役員の解任、役員の報酬等及び職員に関する定めを規定し

ております。 

その中で、第１９条、役員の任期については、「選任後２年以内に終了する会計

年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の日まで.とし、再任を妨げな

い。」と規定しておりまして、第２項では、「役員は定数に足りなくなるときは、任

期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお、

役員としての権利義務を有する。」規定しております。 

よって、委員の皆様の任期につきましては、今回、平成３０年度の定時評議員会

の終結の時まで、具体的には平成３１年６月に開催予定の定時評議委員会の時まで

となります。 

 

次に、理事の権限及び理事会の決議事項についてご説明をさせていただきます。 

まずはじめに、理事の権限でございますが、こちらは、定款の６ページにござい

ます第３０条をご覧ください。 

第３０条では、権限として、この法人の業務の執行の決定、理事の職務の執行の

監督、理事長及び常務理事の選定及び解職を規定しております。 

次に、理事会の決議事項でございますが、こちらは同じく本日の資料として配付

しております参考２「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団定款細則」の第２４条に

規定しております。定款細則の５ページから６ページをご覧ください。 

第２４条では、理事会で決定すべき業務としまして、予算、決算、基本財産の処

分、事業計画及び事業報告、予算外の新たな業務の負担又は権利の放棄、定款の変

更、合併に関すること、解散に関すること、社会福祉事業に係る許認可、寄付金の

募集その他所轄庁等の許認可を受ける事項、定款細則、経理規則等法人の運営に関

する重要な規程の制定及び改廃、施設長等の任免その他重要な人事、金銭の借入、

基本財産の取得、処分等に係る契約、役員報酬に関する事項、社会福祉充実計画の

策定、その他、法人の業務に関する重要事項を規定しております。 

今後は、理事会が業務執行の決定機関として、この定款細則第２４条に規定する

事項につきまして、決議していただくことになりますので、理事の皆さまにおかれ

ましては、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○事務局   それでは開会にあたりまして、当法人 奥田理事長よりご挨拶を申し上げます。 

 

（３）理事長挨拶 

○理事長   ［挨  拶］ 

 

○事務局   ありがとうございました。 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C9%BE%B5%C4%B0%F7
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○事務局   それでは、本日ご出席の役員の皆様をご紹介に移らせていただきます。 

お手元にお配りしております役員名簿をご覧下さい。 

恐れ入りますが、お席の順に沿って自己紹介をお願いいたします。 

 

（４）理事及び監事紹介 

○事務局   それでは、奥田理事長よりお願いしたします。 

次に、坂本理事、お願いしたします。 

次に、武田理事、お願いしたします。 

次に、林常務理事、お願いしたします。 

次に、池内理事、お願いしたします。 

次に、川上理事、お願いしたします。 

次に、溝端監事、お願いしたします。 

次に、細川監事、お願いしたします。 

 

（５）法人役職員紹介 

次に、事務局職員の紹介をさせていただきます。 

法人経営本部長、岸部でございます。 

法人事業本部長、米花でございます。 

総務課長の橋でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（６）議長選出 

○事務局   次に議長選出に入らせていただきます。議事を進めていただくにあたり、定款細

則第２３条の規定により、議長は「その都度選任する」となっておりますが、どの

ようにさせていただきましょうか。 

 

［事務局一任］ 

 

それでは、奥田理事長を議長に推薦させていただきたいと思いますがよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

ご異議がないようでございますので、奥田理事長に議長をお願いしたいと思いま

す。 

 

（７）出席状況 

○議 長   それでは、ただいまから議事に入らせていただきます。 

はじめに、理事の出欠席について報告いたします。 
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本日の出席理事は６名でございますので、定款第３２条第１項に定める定足数を

充たしておりますので本理事会は成立いたします。 

 

（８）議事録署名人の選任 

○議 長   次に、議事録の署名についてですが、定款第３３条第２項の規定では、「出席し

た理事長及び監事が記名押印する」と定められておりますので、私と、溝端監事、

細川監事にお願いします。 

 

（９）議事 

○議 長   それではこれより議事に入らせていただきます。 

本日の議事は、議案が４件でございます。 

 

それではまず、議案第２号「評議員選任・解任委員会委員の解任について」と議

案第３号「評議員選任・解任委員会委員の選任について」は関連がございますの

で、一括審議とさせていただきます。 

 

○事務局   ［議案第２号・議案第３号 別紙 を配布］ 

 

○議 長   それでは、事務局説明を願います。 

 

○事務局   それでは、議案第２号「評議員選任・解任委員会委員の解任について」ご説明を

させていただきます。 

 

 現在、評議員選任・解任委員会の委員を選任につきましては、定款の第６条第２

項のとおり、監事より１名、事務局員より１名、また外部委員から３名の計５名で

の委員を構成することとなっておりますが、今回、議案第２号別紙にございますよ

うに、岡田委員より委員辞任の申し出がございました。 

 岡田委員におかれましては、３月３１日まで、伊丹市の外郭団体を所管される伊

丹市総合政策部政策室室長の役職にあり、平成２９年２月２１日より、中立的な立

場にある外部委員としまして、ご就任いただいておりましたところ、４月１日付の

伊丹市の人事異動に伴いまして、総合政策部政策室から総務部総務室長に異動され

ましたことにより、委員を辞任する旨の申し出がございました。 

 当法人としましては、これを受理し、解任しようとするものでございます。 

 

引き続きまして、議案第３号「評議員選任・解任委員会委員の選任について」ご

説明をさせていただきます。 

 

 先ほどの、議案第２号「評議員選任・解任委員会委員の解任について」におきま

して、岡田委員を解任することに伴い、新たに評議員選任・解任委員会の委員を選



 6 

任する必要がございます。 

今回、解任いたします岡田委員は、法人関係者でない中立的な立場にある外部委

員としてご就任いただいておりましたので、新たに選任いただきます委員につきま

しても、外部委員の条件に該当する方を、候補者として推薦するものであります。 

 

それでは、お手元にお配りしました議案第３号別紙「評議員選任・解任委員会委

員の選任について」をご覧ください。 

事務局といたしましては、別紙にございますように、法人関係者でない中立的な

立場にある外部委員としまして、辻本 彰子氏を委員候補者として推薦しようとす

るものであります。 

辻本氏は、昭和６０年４月に伊丹市に入所され、伊丹市職員としてきぼう園など

の福祉分野の経験を経て、平成２７年４月からは、外郭団体である当法人を所管す

る伊丹市総合政策部政策室の主幹に就任、本年４月１日からは、岡田氏の後任とし

て伊丹市総合政策部政策室 室長に昇任されたところであり、市政全般に精通され

ておられますことから、適任と判断し推薦しようとするものでございます。 

     

       以上、議案第２号、第３号併せてご説明させていただきました。 

ご審議の程、よろしくお願いを申し上げます。 

 

○議 長   説明が終わりました。 

       この件について、ご意見ご質問ございませんか。 

 

○議 長   特にないようでございますので、はじめに議案第２号「評議員選任・解任委員会

委員の解任について」につきましては、原案どおり決することに異議ございません

か。 

 

［異議なし］ 

 

○議 長   それでは、議案第２号「評議員選任・解任委員会委員の解任について」につきま

しては、原案どおり決しました。 

 

次に、議案第３号「評議員選任・解任委員会委員の選任について」につきまして

は、原案どおり決することに異議ございませんか。 

 

［異議なし］ 

 

○議 長   それでは、議案第３号「評議員選任・解任委員会委員の選任について」につきま

しては、原案どおり決しました。 
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次に議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会等

の報酬に関する規則の制定について」を議題といたします。 

 

事務局説明を願います。 

 

○事務局   それでは、議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団評議員選任・解任委

員会等の報酬に関する規則の制定について」ご説明をさせていただきます。 

 

今回の規則の制定につきましては、議案書４ページの第１条の目的にありますよ

うに、当法人の評議員選任・解任委員会の委員、並びに運営協議会の委員の報酬額

等を規定するものでございます。 

本規則を定める根拠でございますが、まずはじめに、評議員選任・解任委員会の

委員の報酬でございますが、お手元にお配りしております参考３「社会福祉法人伊

丹市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会の運営に関する規則」の３ページをご

覧ください。 

３ページにございます第１２条の（委員の報酬等）の、第２項におきまして、委

員の報酬額は，理事会の決議を経て理事長が定める。との規定に基づくものでござ

います。 

次に運営協議会の委員の報酬でございますが、こちらは、お手元にお配りしてお

ります参考４「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団運営協議会の運営に関する規則」

の２ページをご覧ください。 

こちらにつきましても、先ほど同様に２ページにございます第１０条の（委員の

報酬等）の、第２項におきまして、委員の報酬額は，理事会の決議を経て理事長が

定める。との規定に基づくものでございます。 

 

それでは、規則の具体的な内容について、ご説明いたします。 

議案書の４ページをご覧ください。 

まず、第１条（目的）では、評議員選任・解任委員会委員並びに運営協議会委員

の報酬及び費用弁償に関し、必要な事項を定めることを規定しております。 

次に第２条（報酬）では、評議員選任・解任委員会委員の報酬を並びに運営協議

会委員の報酬を別表のとおり、それぞれ日額１０，７００円、日額８，１００円と

することを規定しております。 

なお各委員の報酬につきましては、伊丹市が定める、「特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例」の別表にあります附属機関の委員の日額１

０，７００円並びに同表の専門委員の日額８，１００円に準じた金額とするもので

あります。 

また同条第２項では，伊丹市の職員の身分を有する者及び事業団の職員の身分を

有する者で委員に選任された者につきましては，前項の規定にかかわらず報酬は支

給しないことを規定しております。 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C9%BE%B5%C4%B0%F7
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C9%BE%B5%C4%B0%F7
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次に第３条（費用弁償）では、旅費の支払基準を、また、第４条では報酬並びに

費用弁償の適用除外となる範囲を規定しております。 

次に第５条では、この規則に定めるもの以外の必要な事項は理事長が定める。も

のとしております。 

なお、附則につきましては、この規則の施行日を、理事会で承認された日からと

しようとするものでございます。 

 

以上簡単ではございますが、議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団評

議員選任・解任委員会等の報酬に関する規則の制定について」の説明とさせていた

だきます。 

ご審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

○議 長   説明が終わりました。 

この件について、ご意見ご質問ございませんか。 

 

○議 長   特にないようでございますので、議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業

団評議員選任・解任委員会等の報酬に関する規則の制定について」につきまして

は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議案第４号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団評議員選任・解任

委員会等の報酬に関する規則の制定について」につきましては、原案どおり決し

ました。 

 

次に議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団役員等の報酬に関する規

則の制定について」を議題といたします。 

事務局説明を願います。 

 

○事務局   それでは、議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団役員等の報酬に関す

る規則の制定について」ご説明をさせていただきます。 

 

今回の規則の制定につきましては、議案書５ページの下段の理由にございますよ

うに、４月１日よりご就任いただいております当法人の評議員、理事、監事の報酬

等の支給基準を規定するものでございます。 

それでは、規則の具体的な内容について、ご説明いたします。 

議案書の６ページをご覧ください。 

まず、第１条（目的）では、（評議員の報酬等）を評議員につきましては、定款

第８条で、また理事及び監事につきましては、同じく定款第２１条の規定に基づい
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て定めることを規定しております。 

 

 ここで、お手元にお配りしております参考１「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業

団定款」をご覧ください。 

まず、２ページにございます第８条の（評議員の報酬等）におきましては、「評

議員に対して、各年度の総額が１００万円を超えない範囲で，評議員会において別

に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を、報酬として支給することがで

きる。」と規定しております。 

また、５ページにございます第２１条の（役員の報酬等）におきましては、「理

事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内で、評議員会にお

いて別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等として支給するこ

とができる。」と規定しておりますことから、今回、本規則を定め、理事会の決議

を経て、来る４月２８日に開催いたします評議員会に同議案を上程させていただこ

うとするものであります。 

次に第２条（定義等）では、用語の定義を定めておりまして、第１号では、理事

及び監事を併せて役員と定め、また役員と評議員を併せて役員等と定めております。

次に第２号では、常勤役員とは、役員のうち週３日以上勤務する者を常勤役員と定

めております。 

次に第３条（報酬の支給等）では、勤務形態に応じ、職務遂行の対価として報酬

を支給することを定めておりますが、ただし書き以降におきまして、「伊丹市の特

別職の職員及び一般職の職員の身分を有する者、及び事業団の職員の身分を有する

者で役員等に選任された者は無給とする。」ことを定めております。 

また第２項では、常勤役員の報酬の総額を、別表１のとおり「１人につき 年額

５５０万円以内」と定めております。 

また第４項では、常勤役員以外の役員等の報酬は、別表第２のとおり、「1 人につ

き 日額１０，７００円」と定めております。 

また、総額につきましては、定款第８条で、既に総額を定めております評議員及

び常勤役員以外の役員の各年度の報酬の総額を、１００万円を超えないものとする

ことを定めております。 

次に第４条（報酬の支払いと控除）では、報酬の支払方法及び源泉所得税など法

令上、控除すべき額について定めております。 

次に第５条（通勤手当）では、常勤役員に対し、職員の支給基準に準じて通勤手

当を支給することを定めております。 

次に第６条（改廃）では、この規則の改廃については、評議員会の決議により行

うことを定めております。 

次に第７条（補足）では、この規則に定めるもののほかで必要な事項については、

理事長が別に定めることを規定しております。 

   

なお、附則につきましては、この規則の施行日を、４月２８日開催される評議員

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C9%BE%B5%C4%B0%F7
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会の議決日とし、適用につきましては、本年４月１日からとしようとするものでご

ざいます。 

 

以上簡単ではございますが、議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団役

員等の報酬に関する規則の制定について」の説明とさせていただきます。 

ご審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

○議 長   説明が終わりました。 

この件について、ご意見ご質問ございませんか。 

 

○坂本理事  評議員の役員に対する報酬の総額について、「１００万円を超えない範囲で」と

いうことですが、定款準則か何かに例が載っていたのでしょうか。 

 

○事務局   まず、評議員につきましては定款で定めておりますが、これは定款例に金額の範

囲の定めがございました。評議員会につきましては、議決機関ということで６月の

定時評議員会及び３月の予算に関する評議員会がございますが、その他の評議員会

の開催も年間で数回ということになりますので、評議員の人数から考えまして、１

００万円であれば充分に金額の範囲内でおさまるといことで、このようにさせてい

ただいております。 

 

○坂本理事  特に決まったものがあるといわけではなく、１００万円あれば充分賄えるという

ことでしょうか。 

 

○事務局   そうです。臨時の評議員会が開催された場合を考えましても充分賄える１００万

円という切りの良い数字を記載させていただいております。 

 

○坂本理事  わかりました。 

 

○議 長   他に何かございますでしょうか。 

特にないようでございますので、議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業

団役員等の報酬に関する規則の制定について」につきましては、原案どおり決する

ことにご異議ございませんか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議案第５号「社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団役員等の報酬に関

する規則の制定について」につきましては、原案どおり決しました。 

 

○議 長   本日の議事はこれをもちまして終了とさせていただきます。 
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本日の内容につきましては、来る４月２８日に開催いたします評議委員会に報告

させていただきます。 

 

○議 長   この他にはよろしいでしょうか。 

 

○事務局   本日は理事会にご出席いただきましてありがとうございました。 

さて、次回６月に開催いたします理事会の日程について、理事及び監事の皆様と

調整をさせていただいていたところではございますが、調整の結果、事務局といた

しましては６月７日（水）午後２時から開催をしたいと考えております。場所はい

きいきプラザ３階の会議室でございます。議案等の詳細につきましては、後日文章

にて改めて理事及び監事の皆様にご郵送させていただきますが、取り急ぎこの場を

お借りいたしましてご報告だけさせていただきます。ご多忙の折とは存じますが、

ご出席の程、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

○議 長   理事の皆様におかれましては、円滑な議事の進行にご協力をいただきまして、あ

りがとうございました。これをもちまして本日の理事会は閉会といたします。 

本日はどうも有難うございました。 
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以上、議長は議事が全て終了した旨を告げ、午後２時４５分に閉会した。 

議事を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び議事録署名人は署名押印した。 

 

平成  年  月  日 

 

 

               議    長    奥 田  利 男 

 

 

議事録署名人    溝 端  義 男 

 

 

議事録署名人     細 川  健 二 

 

 

 

 

 議事録作成者     谷 知  と も 子 

 

 

 

 

 


